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＜連絡事項＞

· 東主任に本を注文した方２９４０円、２～３日中に届くそうですので、江刺家課長までお願いします。

＜沢田三朗様　処遇について＞

４／２６に御家族が面会に来られた際、「先月から自分で薬を買って飲んでいると話し、小遣いを多めに要求される。」と情報があります。

御本人に確認した所、さくら野の地下で快心という薬を購入し、疲労回復・息切れ等に効いている。この薬を飲む様になってから調子はいい感じと話されていた。それについて処遇制限がありました。

· 単独外出の禁止

単独の外出を禁止とする。日用品など必要物品がある場合には病棟スタッフが代理に購入。定期的に主治医へ本人様の生活態度、服薬に対する認識について報告し、徐々にスタッフ付き添い外出ができるよう援助して行く。

· 自己服薬管理の中止

服薬に関する意識の低さがみられ、本人様から理解している発言はない。そのため、自己服薬管理を中止とし、病棟スタッフ管理とする。薬剤師による薬剤管理指導を中心に自己服薬管理の重要さを再学習してもらい、十分な認識をもてた事を主治医へ報告し、自己服薬管理再開に関して指示を仰ぐ。

今後のケアとして以上の２点について担当看護師を主体とし、服薬についての再学習、スタッフへ相談できることの指導、本人様が今回取った行動についての内省を行う。

また、今回の件について理解できなければ、閉鎖病棟への転棟もある事も主治医より指示を受けている事を説明している。

今回の沢田三郎様について意見交換しています。

· 「気が遠くなる、どうにかして治したい。」という本人の訴えに対して、スタッフがその苦しみを理解していなかったのではないか。

· 本人がスタッフに相談できなかった状況ではなかったのか。

· 主治医と相談できる雰囲気ではなかった。

· 具合が悪くないですかと声掛けをすると「気が遠くなる感じ」と話される事があるが対応は適切だったのか。

· こちらからのアピールが足りなかったのではないか。

看護面での介入不足がありスタッフも気づかないでいた事を反省し今後のケアに生かして行きましょう。
















